
事業概要
（400字以内）

本事業は、JR東海道本線及びJR東海道新幹線を跨ぐ歩行者専用道路であり、土地区画
みくりやえき

整理事業により整備した御厨駅北口広場及び南口広場を結ぶ道路であるとともに、JR東海
道本線袋井駅・磐田駅間に新設される御厨駅へのアクセス道路である。出入口には、エレ
ベーターを配し、橋上駅である御厨駅にバリアフリーでアクセスすることができ、広場のバス・
タクシー乗場へもバリアフリーでの通行が可能である。
本路線の起点側では磐田市新貝土地区画整理事業が、終点側では磐田市鎌田第一土地

区画整理事業が施行されており、御厨駅を核としたまちづくりが推進されている。
令和２年３月１４日に開業した御厨駅は１日約３，０００人の利用が見込まれている。駅の設

置に併せ、本路線並びに北口、南口広場を整備し、南北の交流や連携の強化に加え、歩行
者が安全に通行でき、公共交通を利用することができる御厨駅を中心としたコンパクトなまち
づくりの実現を目指す。

事業規模

事業延長（㎞） 約 0.13㎞

幅員（ｍ） 3.5～4.5ｍ

事業期間（和暦） 平成26年度～令和2年度

事 業 費（億円） 約15億円

ＵＲＬ https://www.city.iwata.shizuoka.jp/kurashi_tetsuzuki/koutsuu/shineki/1001594.html 1

応募No. ６

事業主体 磐田市 事業箇所 静岡県磐田市鎌田地内

応募者名 磐田市役所都市整備課

ふ り が な
事業名称

いわた と し けいかくどうろじぎょう いわたしんえきなんぼくれんらくせん じゆうつうろ

磐田都市計画道路事業 8・7・3号 磐田新駅南北連絡線（自由通路）

事 業 概 要
（磐田市：磐田新駅南北連絡線）



事 業 位 置 図
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静岡県

事業箇所（磐田市）

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）



都市計画図(用途地域図)
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第１種低層住居専用地域

第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域
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準 住 居 地 域

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

工 業 地 域

工 業 専 用 地 域

行 政 区 域

都 市 計 画 区 域

市 街 化 区 域

市 街 化 調 整 区 域

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）
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路線全体の進捗状況
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凡例

今回応募区間

施行済区間（完成区間）

未施行区間

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）
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（磐田市：磐田新駅南北連絡線）



横 断 図
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事 業 前

事 業 後
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東海道本線

東海道本線

東海道新幹線

東海道新幹線

(都)磐田新駅南北連絡線
L=130.6m W=4.0m

起
点

終
点

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）



H27年3月撮影

事 業 前 写 真

H27年3月撮影

H28年8月撮影
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R2年3月撮影

R2年3月撮影

R2年3月撮影

事 業 後 写 真
写真①

写真③

写真②

写真①

写真③

写真②

第 回全国街路事業コンクール応募資料 様式１34

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）



事業効果アピール資料
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◎小中学生は、歩道のない跨線橋や踏切を渡り通学していたが、(都）磐田
新駅南北連絡線の完成により、小中学生の通学路としても使用すること
となり、通学時の安全を確保している。

（整備前） （整備後）
踏切 小学生 １４２人 ⇒ ０人
跨線橋② 中学生 ２５０人 ⇒ ０人

◎バリアフリーに対応した歩行者専用道路の整備により、歩道のない跨線橋
の歩行者数が減少した。

（整備前） （整備後）
跨線橋① ８０人 ⇒ １７人

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）
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跨線橋②

跨線橋①

踏切

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）

事業効果アピール資料
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⇒

歩道のない跨線橋を渡る中学生

⇒

歩道のない踏切を渡る小学生

整備前 整備後跨線橋②

踏切

(都)磐田新駅南北連絡線

(都)磐田新駅南北連絡線
整備前 整備後

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）事業効果アピール資料
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苦労や工夫等アピール資料
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◎ 駅舎及び本路線の開業には３０年以上の年月を要した

新駅設置までの経緯は、地元地区7,455人より昭和62年
に新駅設置の請願がありました。これを受けてJR東海に
新駅設置の要望書を提出しました。
ここで、JRより新駅設置の条件が出されました。

・100ヘクタールの市街地の形成
・定住人口１万人の確保
・1日の乗降者数3,000人の確保

以上の３項目が条件提示され、磐田市は、この条件を満
たすため、駅を中心としたコンパクトなまちづくりの形成
を目指し、３つの組合施行の土地区画整理事業を計画し
100ヘクタールの市街地形成と定住人口1万人を目指しまし
た。
組合土地区画整理事業

・東 部 ： 39.9ha 平成４年度開始
・新 貝 ： 40.4ha 平成７年度開始
・鎌田第一 ： 25.2ha 平成21年度開始

新駅・南北連絡線設置事業
平成22年 調査設計協定締結
平成24年 基本協定締結
平成26年 工事協定を締結
令和2年3月14日 開業

東部

新貝

鎌田第一

御厨駅

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）
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◎ (都)磐田新駅南北連絡線の架設にハプニング

本路線は、東海道本線及び東海道新幹線を跨ぎ設置しています。新幹線上空の作業は走行中の作業がで
きないため夜間工事となります。新幹線が通行しない午前０時頃から午前５時頃までの作業になりますが
作業開始前に高圧送電線の電気を停止するなどの準備を行うと実質３～４時間での作業になります。
あらかじめ、新幹線の上空に架設するユニットを地上で制作し、全国でも数台しかない650tクレーンを

組み立てて作業日を設定して行う予定でしたが、台風接近による吊り荷のユニットが大きく振れるトラブ
ル等に見舞われ、確保していた２日間が延期となりました。大型クレーンの次の行先予定もある中、
最終の３日目に何とか設置することができました。

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）



受賞歴・報道資料
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令和２年３月８日（日） 静岡新聞

（磐田市：磐田新駅南北連絡線）
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